
職 職 ― １ １ ２

令和４年６月１７日

各府省事務次官 殿

各外局の長 殿

人 事 院 事 務 総 長

「職員の勤務時間、休日及び休暇の運用について」の一部改正につ

いて（通知）

「職員の勤務時間、休日及び休暇の運用について（平成６年７月２７日職職―

３２８）」の一部を下記のとおり改正したので、令和４年１０月１日以降は、こ

れによってください。

記

次の表により、改正前欄に掲げる規定の傍線を付した部分をこれに対応する改

正後欄に掲げる規定の傍線を付した部分のように改める。

改 正 後 改 正 前

第１４ 特別休暇関係 第１４ 特別休暇関係

１・２ （略） １・２ （略）

３ 規則第２２条第１項第５号の ３ 規則第２２条第１項第５号の

２、第１１号若しくは第１２号 ２、第１１号若しくは第１２号

に規定する一の年の初日から末 に規定する一の年の初日から末

日までの期間、同項第９号に規 日までの期間、同項第９号に規

定する人事院が定める期間又は 定する人事院が定める期間又は



同項第１０号に規定する出産予 同項第１０号に規定する出産予

定日の６週間（多胎妊娠の場合 定日の６週間（多胎妊娠の場合

にあっては、１４週間）前の日 にあっては、１４週間）前の日

から当該出産の日以後１年を経 から当該出産の日後８週間を経

過する日までの期間（以下この 過する日までの期間（以下この

項において「対象期間」とい 項において「対象期間」とい

う。）内において、規則第１８ う。）内において、規則第１８

条の３各号に掲げる場合又は勤 条の３各号に掲げる場合又は勤

務時間の変更等に該当したとき 務時間の変更等に該当したとき

は、当該該当した日（その日が は、当該該当した日（その日が

対象期間の初日である場合を除 対象期間の初日である場合を除

く。以下この項において「該当 く。以下この項において「該当

日」という。）における特定休 日」という。）における特定休

暇の日数及び時間数は、次に掲 暇の日数及び時間数は、次に掲

げる場合に応じ、次に掲げる日 げる場合に応じ、次に掲げる日

数及び時間数とする。この場合 数及び時間数とする。この場合

において、対象期間内に二以上 において、対象期間内に二以上

の該当日があるときは、直前の の該当日があるときは、直前の

該当日を対象期間の初日と、当 該当日を対象期間の初日と、当

該直前の該当日においてこの項 該直前の該当日においてこの項

の規定を適用した場合に得られ の規定を適用した場合に得られ

る日数及び時間数を当該該当日 る日数及び時間数を当該該当日

における特定休暇の日数及び時 における特定休暇の日数及び時

間数とそれぞれみなして、各々 間数とそれぞれみなして、各々

の該当日について同項の規定を の該当日について同項の規定を

順次適用した場合に得られる日 順次適用した場合に得られる日



数及び時間数とする。 数及び時間数とする。

⑴・⑵ （略） ⑴・⑵ （略）

以 上


